
日時：令和２年１０月３０日（金） １７時００分～

場所：災害対策本部室（本庁舎３階）ほか

１ 開 会

２ 本部長あいさつ

３ 協議・報告事項

（１）新型コロナウイルス感染症に係る相談、検査の状況について

（２）鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第39・40回）の抜粋について

（３）身近なかかりつけ医等で診察・検査が受けられる体制について

（４）各部局の対応について

４ その他

５ 市長メッセージ

６ 閉 会

第４９回
鳥取市新型コロナウイルス感染症対策本部会議
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新型コロナウイルス感染症に係る相談、検査の状況について 
2020.10.30 

鳥取市保健所 

１ 相談件数 

（１）相談者別               （２）相談内容別 

相 談 者 延件数（件） 

住 民 9,266 

医 療 機 関 586 

そ の 他 782 

合  計 10,634 

（参考：中部 3,222件、西部 9,751件）         

 

 
 

 

２ 検査件数 

 東部 中部 西部 合計 

件数（件） 2,741 886 2,135 5,762 

うち陽性 15 4 19 38 

     

（※相談、検査件数令和２年10月29日までの件数） 
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相談件数（相談内容別）

1 健康相談(発熱・咳など) 2 検査相談 3 予防方法 4 感染症全般

5 医薬品等 6 医療資材 7 医療体制 8 学校、施設等の対応

9 生活物資 10 交通機関 11 企業支援 12 その他

相談内容 延件数（件） 

健康相談 7,942 

検査相談 1,206 

予防方法 191 

学校施設の対応 174 

その他 1,121 

合  計 10,634 
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R2.10.26鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第３９回）資料
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R2.10.28鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第４０回）資料
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R2.10.28鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第４０回）資料
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R2.10.28鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第４０回）資料
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R2.10.28鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第４０回）資料



診
察

発熱等の症状

かかりつけ医等
身近な医療機関

自院で診察
（診療・検査医療機関）

自院で検査
（診療・検査医療機関）

鼻腔拭い液でインフルエンザ

と新型コロナの同時検査など

電話相談

相談する医療機関に迷う場合（夜間、休日等）

電話相談

身近なかかりつけ医等で診療・検査が受けられる体制を構築（１１月１日～）

相
談

検
査

検査センター
（圏域ごとに開設）

紹介

陰性時：自院での患者対応（投薬治療、自宅静養の指示等）
陽性時：保健所に届出（保健所が入院調整等を対応）

検査
結果

検査結果報告

新型コロナウイルス対策医療関係者協議会

•円滑な運営に向け、課題把握、対策検討

県等

•陽性確認後は保健所が入院調整等しっかり
フォロー

•検査結果が弱陽性などで判定が困難な場
合は、県衛生環境研究所等で再検査

•検査センター等を活用し、検査支援

•個人防護具無償配布、経営支援陽性者は感染症指定医療機関・入院協力医療機関へ

診療所等の意向調査（10/26までの集計)

受診相談センター
（看護協会）

対応内容 医療機関

①診療・検査医療機関指定見込 ７割

うち自院で検査可能 ４割

うち県ホームページ等で公表可
（公表希望の医療機関のみ公表）

２割

②指定外 ３割

全診療所等計 １０割

一部の
医療機関 接触者等相談センター

（各保健所）
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かかりつけ医等
身近な医療機関

診 察 ・ 検 査

電話相談

受診

0120-567-492（9:00 17:15）
0857-22-8111（上記以外）

受診相談センター相談

※かかりつけ医がいないなど、どの医療機関に相談すればよいか
わからない場合

医療機関を紹介

令和２年１１月１日から、発熱等の症状が出たときの受診方法が変わります！

発熱等の症状がある患者

まずはかかりつけ医に電話
やファクシミリで相談し、
受診方法や注意事項をご確

認ください。

※東部地区発熱・帰国者・接触者相談センターは
令和2年10月31日で閉鎖します。

※陽性者と接触歴のある方や接触した可能性があるなど
ご心配な場合

相談
0857-22-5625

接触者等相談センター

マスクを着用し、できるだけ公
共機関の利用を避けましょう。

9



発熱等の症状が出たときは…

まずは、
事前にかかりつけ医に連絡(電話、FAXなど)しましょう

※医療機関によっては、感染防止対策として発熱患者を特定の時間帯や別の場所で診療
するところもあります。事前に受診時の注意事項を確認してから受診しましょう。

鳥 取 県
令和２年１１月１日時点版

陽性者と接触歴があるかたや接触した可能性があるなどご心配な場合は、各地区の保健所
（接触者等相談センター）にご相談ください。

令和2年11月1日から、相談方法が変わります 

受診の際は、事前に受診方法等を確認しましょう。

相談先に迷う場合は「受診相談センター」にご相談を

もしかして
コロナかな 

インフルかな 

かかりつけ医がないなど、相談先に迷う場合は、「受診相談センター」に
ご相談ください。
お近くの医療機関や受診の方法などをご案内します。

また、マスクを着用し、できるだけ公共交通機関の利用を避けま
しょう。

受付時間 連絡先

9:00 17:15
※土日祝日含む
※年末年始

(12/29 1/3)を除く

(電話) 0120-567-492
コロナ・至急に

(ファクシミリ)  0857-50-1033

上記以外の時間
東部地区 中部地区 西部地区

（電話）0857-22-8111 （電話）0858-23-3135 （電話）0859-31-0029

地区 電話
（8:30 17:15）

ファクシミリ
（平日8:30 17:15）

東部（鳥取市保健所内） 0857-22-5625 0857-20-3962

中部（倉吉保健所内） 0858-23-3135 0858-23-4803

西部（米子保健所内） 0859-31-0029 0859-34-1392
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令和2年11月1日から、相談方法が変わりました
発熱などの症状が生じたときは

かかりつけ医等身近な医療機関に
電話で相談を 

 発熱等の風邪症状があるときは、無理をせず、学校や会社を休
み外出を控え、まずかかりつけ医等身近な医療機関に電話で相談

してください。相談先の案内に従って受診してください。

 かかりつけ医を持たない場合や、相談先に迷う場合は、受診相
談センターに電話で相談してください。

受診相談センター  0120－567－492（受付時間※ 9:00 17:15）
※土日・祝日含む

※上記受付時間以外は鳥取市役所（代表） 0857－22－8111にご連絡ください。

新型コロナウイルス感染症の予防対策は、インフルエンザ等その他の
感染症の予防にも有効です 

マスク着用
咳エチケット

三密を避ける

こまめに
手洗い

体調管理
健康観察

一定の距離を
保つこまめに換気

みんなで防ごう 新型コロナウイルス感染症

身近な間柄でも
要注意 

鳥 取 市 保 健 所
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市立病院の対応市立病院の対応

項目 内容

11月1日からの発熱者相
談・診察対応について

当面は現行どおりの発熱患者対応とし、インフルエンザ流行
期体制への切り替えは以下のとおりとする。
〇当院外来を受診する発熱者に対する対応
・抗原定性検査キットによる検査の実施（実施中）
・PCR検査機による院内検査の稼働（11/16 ）
・発熱者外来の新体制（11/16 時間・空間の分離）

①対策本部

市立病院の対応
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市長メッセージ 

 

これから、本格的なインフルエンザ流行の時期を迎えます。WHO（世界保健機関）では、インフル

エンザに感染した場合に新型コロナウイルス感染症と似たような症状が出ることで、医師の診断が難

しくなる恐れがあることから、本年 8月に、インフルエンザの予防接種を積極的に受けるよう呼びか

けを行いました。 

一方、新型コロナウイルス感染症陽性患者は、大都市圏においては再び感染の拡大傾向がみられ、

県内でも西部地区では 10 月 25 日以降に 3名の発生が確認されるなど、本市においてもまだまだ予断

を許さない状況が続いています。 

新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行も懸念される状況のもと、本市では東部医師会、

各医療機関と連携し、11 月から身近な医療機関で新型コロナウイルスの診療・検査が受けられるよ

う体制の構築を行っているところです。 

市民の皆様には引き続き感染防止のための基本動作の実践を行っていただくとともに、予防接種な

どインフルエンザの感染拡大防止にも努めていただきますようお願いいたします。 

 

※なお、感染リスクが高まるのは、家族や友人など親しい間柄での飲食や買い物をはじめ、大人数や

長時間に及ぶ飲酒を伴った懇親会、マスクなしに近距離で会話する場面など打ち解けた場面です。特

に注意していただきますようお願いします。 

13


